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｝＼ 

九
年
と
パ

ル
ザ
ッ
ク
の
青
年
群
像

西

尾

修

一
八
三

O
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
「
モ

l
ド
」
紙
に
掲
載
さ
れ
た
短
篇
『
さ
よ
な
ら
』
の
中
で
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
「
一
八
一
九
年
の

（

l
）
 

夏
」
が
と
り
分
け
暑
か
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
舞
台
は
パ
リ
近
郊
の
リ
ラ
ダ
ン
の
森
。
そ
し
て
こ
の
地
を
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
熟
知
し
て
い
た
。

一
八
一
七
年
か
ら
数
年
に
わ
た
っ
て
、
父
ベ
ル
ナ

i
ル
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
の
友
人
の
住
む
こ
の
地
で
休
暇
を
す
ご
す
の
が
習
慣
と
な
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
で
は
「
一
八
一
九
年
の
夏
」

に
パ
ル
ザ
ッ
ク
が
リ
ラ
ダ
ン
に
居
た
か
と
い
え
ば
、
夏
の
極
く
初
め
に
訪
れ
た
だ
け
で
、
八
月

p

」
＋
匹
、

b
u
i
u
u
・

ヴ
ィ
ル
パ
リ
ジ
に
移
っ
た
家
族
と
離
れ
て
、
単
身
パ
リ
の
レ
デ
ィ
ギ
エ
！
ル
街
の
屋
根
裏
部
屋
で
の
生
活
を
始
め
て
い
た
。
と
す
れ

ば
、
こ
の
年
の
夏
の
暑
さ
は
パ
リ
で
経
験
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
口
だ
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
暑
さ
の
体
験
を
読
者
に
語
り
か
け
る
と
い

っ
た
、
そ
の
リ
ア
ル
な
筆
致
か
ら
推
し
て
、
両
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
文
筆
家
と
し
て
の
自
立
へ
の
方
向
を
選
ん
だ
こ
の
年
の
記
憶
は
、

十
年
の
歳
月
を
経
て
『
さ
よ
な
ら
』
を
執
筆
し
た
頃
に
な
っ
て
も
、

よ
ほ
ど
鮮
明
な
形
で
パ
ル
ザ
ッ
ク
の
脳
裏
に
刻
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
で
は
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
に
と
っ
て
格
別
に
関
心
の
深
か
っ
た
こ
の
年
ユ
八
一
九
年
」
は
、

「
人
間
喜
劇
」
全
体
の
中
に
、
ど
の
よ

う
な
形
で
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
の
世
界
に
登
場
す
る
青
年
群
像
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
そ
の
点
を
追
っ
て
行
き
た
い
。

代
訴
人
デ
ル
ヴ
ィ
ル
は
「
人
間
喜
劇
」
の
中
に
あ
っ
て
ビ
ア
ン
シ
ョ
ン
と
並
ぶ
高
潔
な
人
物
と
し
て
拙
か
れ
て
い
る
が
、

一
八
三

O
年
二

oo 
nu 



月
に
「
モ
l
ド
」
紙
に
載
り
、
二
ヶ
月
後
に
「
私
生
活
情
景
」
の
一
篇
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
寸
コ
プ
セ
ッ
ク
』
に
、
か
れ
の
独
立
語
が
語
ら

れ
て
い
る
。
二
十
五
才
の
貧
し
い
法
学
士
デ
ル
ヴ
ィ
ル
は
、
先
年
来
、
隣
人
づ
き
合
い
を
深
め
て
い
た
老
高
利
貸
ゴ
プ
セ
ッ
ク
か
ら
、

し、

は

ば
担
保
も
保
証
人
も
な
し
で
高
額
の
貸
付
を
受
け
て
、
売
り
に
出
て
い
た
代
訴
人
事
務
所
を
手
に
入
れ
、
こ
れ
が
後
の
成
功
へ
の
出
発
点
と

な
っ
た
、
と
い
う
挿
話
で
あ
る
が
、
こ
の
予
期
せ
ぬ
パ
ト
ロ
ン
に
激
励
さ
れ
て
デ
ル
ヴ
ィ
ル
が
一
本
立
ち
し
た
の
は
一
八
一
九
年
の
こ
と
で

（

2
）
 

あ
る
。
ま
た
、
シ
ャ
ル
ル
・
グ
ラ
ン
デ
が
父
の
勧
め
で
パ
リ
を
発
っ
て
ソ
l
ミ
ュ

I
ル
の
叔
父
の
許
に
寄
食
し
、
ウ
ジ
ェ
ニ
！
と
の
ゆ
き
づ

り
の
恋
を
も
投
げ
う
っ
て
、
奴
隷
商
人
と
し
て
異
国
の
地
へ
と
旅
立
っ
た
の
も
一
八
一
九
年
の
こ
と
で
あ
る

（
『
ウ
ジ
ェ
ニ
l
・
グ
ラ
ン
デ
』

一
八
三
三
年
）
。
父
ギ
ョ
l
ム
が
破
産
の
果
に
自
殺
し
、

悲
嘆
に
暮
れ
る
暇
も
な
く
、

家
名
再
興
の
た
め
に
財
を
求
め
て
出
発
し
た
の
で
あ

る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
、

一
八
一
九
年
に
パ
リ
、
あ
る
い
は
地
方
に
見
ら
れ
た
挿
話
な
の
で
あ
っ
て
、
小
説
の
背
景
全

- 99 -

体
が
一
八
一
九
年
周
辺
に
定
着
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
文
字
通
り
一
八
一
九
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
パ
リ
を
舞
台
と
し

た
作
品
と
し
て
、
『
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
』
（
一
八
三
四
年
｜
三
五
年
）
と
、
『
ル
イ
・
ラ
ン
ベ
！
ル
』
の
増
補
部
分
『
叔
父
へ
の
手
紙
』
（
「
ル
イ
・

ラ
ン
ベ
l
ル
の
未
刊
の
手
紙
」

一
八
三
五
年
）

を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

多
感
な
青
年
ウ
ジ
ェ
l
ヌ
・
ド
・
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ッ
ク
が
、
昨
年
来
の
地
道
な
法
律
の
研
究
に
見
切
り
を
つ
け
て
、

ひ
と
夏
帰
省
し
た
折

に
、
叔
母
か
ら
無
心
し
た
紹
介
状
を
胸
に
、
。
ハ
リ
社
交
界
の
名
流
ボ

l
セ
ア
ン
夫
人
の
門
を
叩
い
た
の
は
、

あ
っ
た
。
こ
こ
に
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ヤ
ッ
ク
の
上
層
社
会
へ
の
第
一
歩
が
刻
ま
れ
、
や
が
て
ゴ
リ
オ
の
悲
惨
な
死
に
立
ち
会
い
な
が
ら
、
か
れ
の

「
教
育
」
は
完

η～
冷
徹
な
野
心
家
へ
の
道
筋
が
決
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
『
叔
父
へ
の
手
紙
』
に
よ
っ
て
、
一
八
三
二
年
版
の
『
ル
イ

一
八
一
九
年
十
一
月
の
こ
と
で

・
ラ
ン
ベ

l
ル
』
に
は
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
主
人
公
の
一
面
、

つ
ま
り
、
ラ
ン
ベ
l
ル
の
パ
リ
滞
在
（
一
八
一
七
l
一
九
年
）
が
読
者
の

前
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
四
通
か
ら
な
る
『
手
紙
』
の
日
付
は
一
八
一
九
年
の
九
月
か
ら
十
一
月
二
十
五
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
ラ



ン
ベ
l
ル
は
、
パ
リ
の
現
実
、
思
想
界
、
政
界
の
混
乱
を
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
子
紙
を
認
め
て
程
な
い
翌
年
の
初
頭
、

こ
の
早
熟
の
哲
学
者
は
パ
リ
を
去
っ
た
の
だ
っ
た
。
ゴ
リ
オ
の
死
ん
だ
一
八
二

O
年
二
月
と
時
を
相
前
後
し
て
ブ
ロ
ア
に
帰
郷
し
た
の
で
あ

る。
同
じ
時
期
に
パ
リ
の
一
隅
で
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
二
人
の
背
年
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ッ
ク
と
ラ
ン
ベ
l
ル
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
二
人
が

出
会
っ
た
形
跡
は
「
人
間
喜
劇
」
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
現
実
社
会
を
注
ま
し
く
生
き
る
「
風
俗
研
究
」
の
中
心
人
物
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ヤ
ッ
ク

と
、
友
人
の
回
想
の
中
で
語
ら
れ
、
そ
こ
で
し
か
真
の
価
値
が
明
ら
か
に
さ
れ
得
な
か
っ
た
「
背
学
研
究
」
の
主
人
公
ラ
ン
ベ
l
ル
、
も
と

よ
り
こ
の
両
者
は
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
の
世
界
に
あ
っ
て
、
五
い
に
あ
ま
り
に
も
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
た
、

ラ
ン
ベ

l
ル
は
と
も
か
く
と
し
て
、
当
時
の
「
あ
ら
ゆ
る
青
年
た
ち
と
視
交
を
結
ん
で
い
る
」
と
性
格
づ
け
ら
れ
て
い
る
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ヤ
ツ

（

7
）
 

ク
が
、
自
ら
の
人
間
関
係
の
中
に
、
ラ
ン
ベ

l
ル
の
影
を
全
く
見
て
い
な
か
っ
た
、
と
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
少

な
く
と
も
作
者
パ
ル
ザ
ヅ
ク
は
『
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
』
を
構
想
し
、

一
八
一
九
年
の
秋
か
ら
翌
年
の
冬
に
か
け
て
の
パ
リ
で
の
生
活
を
経
験
す

-100ー

る
中
で
野
心
家
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
学
生
の
心
理
と
行
動
の
一
部
始
終
を
文
章
化
し
な
が
ら
も
、
そ
の
一
方
で
は
常
に
、

ラ
ス
一
ア
ィ
ニ
ヤ
ツ

ク
と
は
対
瞭
的
な
人
生
観
を
有
す
る
青
年
た
ち
の
存
在
に
関
心
を
抱
き
続
け
て
い
た
に
違
い
な
い
。
す
で
に
「
金
色
の
眼
の
娘
』
の
冒
頭
に

置
か
れ
た
「
パ
リ
の
相
貌
」
の
中
で
、
こ
の
「
地
獄
」
と
も
い
う
べ
き
パ
リ
に
さ
え
、
ま
れ
に
で
は
あ
る
が
「
真
実
の
感
情
L

、
「
高
貴
な
友

情
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
陳
べ
て
い
る
が
、

「
峻
厳
な
法
則
」
に
従
が
う
こ
と
な
く
、

「
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
』
で
も
同
様
に
、
パ
リ
を
支
配
す
る
苛
酷
に
し
て

（

9
）
 

「
美
し
い
魂
」
を
も
っ
て
生
き
る
青
年
た
ち
の
存
在
に
触
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
青
年

「
孤
独
」
を
好
む
が
ゆ
え
に
、
ま
た
「
卑
少
に
し
て
皮
相
的
な
社
会
」
に
適
合
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
「
長
く
留
ま
る
こ

（

ω）
 

と
が
で
き
な
い
」
の
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
。
ハ
リ
に
「
長
く
向
閉
ま
る
」
こ
と
の
で
き
な
い
「
美
し
い
魂
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
ん

た
ち
は
、



な
人
物
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
解
答
と
し
て
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
、

『
叔
父
へ
の
千
紙
』
を
構
想
し
、

ハ
リ
に
生
活
し
た
ル
イ
・
ラ
ン
ベ
l

ル
の
一
面
を
創
造
し
た
の
で
は
な
い
か
。

が
整一
つノk

て 三
い五
た 年

八
と月
考二
え十
ら三
れ日
る立の

一寸

リ

評
論

に
載
っ
た
『
叔
父
へ
の
千
紙
』
は
、
同
年
の
一
二
月
初
め
に
は
起
草
さ
れ
、
七
月
に
は
大
要

一
方
、
『
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
』
は
、
同
紙
上
の
前
年
の
卜
二
月
か
ら
同
年
の
二
月
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
、

三
月
に
ヴ
ェ
ル
デ
社
か
ら
刊
本
と
し
て
世
に
出
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

『
叔
父
へ
の
手
紙
』
は
『
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
』
が
上
梓
さ
れ
る
と

時
を
同
じ
く
し
て
書
き
始
め
ら
れ
、
や
が
て
同
じ
「
パ
リ
評
論
」
紙
上
に
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ッ
ク
と
同
様

に
パ
リ
に
生
き
な
が
ら
、
こ
の
野
心
家
と
は
全
く
異
質
な
、
孤
独
で
純
粋
な
青
年
像
が
創
造
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
一
八
三
間

年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
断
片
的
著
作
の
中
に
、
パ
リ
の
サ
ロ
ン
の
列
席
者
の
一
人
と
し
て
の
ル
イ
・
ラ
ン
ベ

l
ル
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

ハロ）る
。
次
い
で
同
年
の
十
一
月
の
「
ヴ
ォ
ル
l
ル
」
紙
に
一
部
が
発
支
さ
れ
、
翌
年
一
月
に
ヴ
ヱ
ル
デ
社
か
ら
出
た
「
官
学
研
究
」
の
一
篇
を

構
成
し
た
『
海
辺
の
悲
劇
』
に
、
こ
の
青
年
哲
学
者
は
安
を
見
せ
る

U

と
す
れ
ば
、

『
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
」
を
制
作
し

ラ
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ッ
グ

-101-

を
創
造
し
な
が
ら
も
、

一
八
つ
一
二
年
に
す
で
に
創
造
し
て
い
た
作
中
人
物
と
し
て
の
ル
イ
・
ラ
ン
ベ

l
ル
を
、
再
登
場
人
物
と
し
て
、

カ

に
発
展
さ
せ
る
か
、
そ
の
こ
と
が
パ
ル
ザ
ッ
ク
の
念
頭
の
片
隅
に
常
に
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ご
八
一
九
年
の
パ
リ
に
生
き
る
貧
し
い
青
年
知
識
人
」
と
い
う
テ

l
マ
が
、
も
し
「
人
間
喜
劇
」
の
中
に
想
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ

こ
に
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ッ
ク
と
ラ
ン
ベ
l
ル
の
親
近
性
が
、
作
品
制
作
史
的
に
も
、

う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
。

一
八
二
一
閃
年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
一
五
年
前
の
パ
リ
を
舞
台
に
借
り
て
、
野
心
的
実
際
家
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ッ
グ
の
誕
生
を
物
語
り
、
他
方
で
は
純
粋

な
理
想
家
ラ
ン
ベ

l
ル
の
怒
り
と
挫
折
を
作
品
化
し
た
口
人
聞
を
含
め
て
事
物
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
小
説
化
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
パ
ル
ザ
ッ

ク
は
、
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ッ
ク
を
創
造
す
る
と
同
時
に
、
同
じ
地
平
か
ら
出
発
し
、

し
か
も
対
蝶
的
な
人
生
を
選
ぶ
ラ

γ
ベ
l
ル
を
こ
れ
に
配



し
た
、
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
し
て
、

こ
の
二
人
の
対
立
関
係
は
、

「
人
間
喜
劇
」
の
パ
リ
に
生
き
る
青
年
群
像
の
二
極
分
解
の
各

々
の
核
と
な
っ
て
、
後
の
諸
作
品
に
影
を
落
と
す
こ
と
と
な
り
、
四
年
後
の
作
品
『
幻
滅
』
第
二
部
に
見
ら
れ
る
、
権
力
・
ジ
ャ
l
ナ
リ
ズ

ム
と
セ
ナ

i
ク
ル
の
結
社
員
と
の
対
立
へ
と
鮮
明
化
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

セ
ナ
l
ク
ル
の
初
代
頭
領
ラ
ン
ベ
l
ル
は
一
八
二

O
年
初
め
に
パ
リ
を
去
っ
た
。
二
代
目
の
指
導
者
ダ
ニ
エ
ル
・
ダ
ル
テ
ス
を
中
心
と
す

る
セ
ナ

I
ク
ル
が
活
躍
す
る
舞
台
は
一
八
一
二
年
秋
か
ら
翌
年
八
月
の
パ
リ
で
あ
る
。
そ
し
て
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ッ
ク
も
ま
た
、
名
う
て
の
ダ

ン
デ
ィ
と
し
て
同
じ
作
品
に
姿
を
見
せ
る
の
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
ゴ
リ
オ
の
埋
葬
を
終
え
て
ニ
ュ
シ
ン
ゲ
ン
邸
の
夜
会
に
出
か

け
て
か
ら
、
こ
こ
で
オ
ペ
ラ
座
の
定
席
に
現
わ
れ
る
ま
で
の
約
二
年
間
の
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ャ
ッ
ク
の
行
状
は
「
人
間
喜
劇
」
の
中
で
あ
ま
り
定

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

よ
り
広
く
「
人
間
喜
劇
」
に
生
き
る
青
年
像
を
見
る
と
き
、

一
八
二

O
年
の
パ
リ
に
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ

の
世
界
へ
と
時
代
が
飛
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
一
八
一
九
年
に
文
筆
家
と
し
て
の
道
を
決
断
し
、

し
か
し
な
が
ら
自
作
の
小
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て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。

一
八
一
九
年
の
秋
か
ら
翌
年
の
冬
に
か
け
て
の
寸
コ
リ
オ
爺
さ
ん
』
の
舞
台
か
ら
『
幻
滅
』
第
二
部

説
が
初
め
て
世
に
出
る
の
を
見
た
の
は
一
八
二
二
年
一
月
の
『
ピ
ラ
l
グ
の
跡
取
り
娘
』
の
出
版
の
際
で
あ
っ
た
。

一
八
二

O
年
の
空
隙

は
、
こ
う
し
た
伝
記
上
の
事
実
に
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
パ
ル
ザ
ッ
ク
書
簡
集
」
に
よ
れ
ば
、

一
八
二

O
年
か
ら
翌
年
の
五
月
に
か

け
て
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
発
信
の
手
紙
は
欠
落
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
。

い
ず
れ
に
し
ろ
パ
リ
の
青
年
知
識
人
の
生
き
る
舞

台
は
、

一
八
二

O
年
の
空
白
を
越
え
て
、
『
幻
滅
」
第
二
部
の
時
節
へ
と
展
開
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

「
人
間
喜
劇
」
全
体
の
中
で
も
、
そ
の
半
数
近
く
の
小
説
が
王
政
復
古
期
を
舞
台
と
し
て
い
る
が
、
と
り
分
け
ル
イ
十
八
世
治
下
の
フ
ラ

ン
ス
社
会
を
背
景
と
す
る
作
品
だ
け
で
も
全
体
の
三
割
近
く
に
達
し
て
い
る
。
作
者
パ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
そ
れ
だ
け
深
い
関
心
を
壬
政
復
古
期



前
半
に
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
年
代
を
絞
れ
ば
、

一
八
一
九
年
周
辺
の
パ
リ
は
パ
ル
ザ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
最
も
思
い
入
れ
の
強
い

を
手
に
し
て
、

時
空
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ラ
ス
テ
ィ
ニ
ヤ
ッ
ク
が
自
ら
の
道
を
決
断
し
、

エ
チ
エ
ン
ヌ
・
ル
l
ス
ト

i
が
、
自
作
の
一
篇
の
悲
劇

「
栄
光
と
権
力
と
財
」
に
憧
が
れ
て
パ
リ
に
現
わ
れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
り
、
前
年
に
は
エ
ミ
l
ル
・
ブ
ロ
ン
デ
が
上
京
し

て
い
た
。
だ
が
同
じ
頃
パ
リ
を
立
ち
去
る
者
も
あ
っ
た
。

ル
イ
・
ラ
ン
ベ
l
ル
で
あ
り
、
デ
ィ
ド
兄
弟
印
刷
所
に
働
い
て
い
た
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
セ
シ
ャ
l
ル
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
魂
は
、
パ
リ
に
留
ま
っ
て
生
き
る
に
は
余
り
に
も
偉
大
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
同
様
に
高
潔
な
る
人
格
の
青
年
た
ち
、
デ
ル
ヴ
ィ
ル
、

ピ
ア
ン
シ
ョ
ン
、

（
『
セ
ザ
l
ル
・
ピ
ロ
ト

I
』

ア
ン
セ
ル
ム
・
ポ
ピ
ノ
l

八
三
七
年
）
等
は
、
こ
こ
を
出
発
点
と
し
て
パ
リ
に
定
住
す
る
。

一
八
一
九
年
パ
リ
。
こ
こ
を
結
節
点
、
転
回
点
と
し
て
、
パ
ル
ザ
ッ
ク
の

パ
リ
に
生
き
る
青
年
群
像
は
動
き
出
す
の
で
あ
り
、

レ
デ
ィ
ギ
エ
l
ル
街
の
時
代
は
、
そ
の
ま
ま
自
ら
の
小
説
世
界
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
根
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源
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
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